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大気汚染常時監視測定結果について（昭和49年度）

テレメーター室

昭和49年虔における大気汚染状況は、すでに「昭和

49年慶大気汚染測定結果報告書」1）に、主として環

境基準との適合を中心に述べられている0ここでは、そ

の一部を表にしてとりまとめる0

測定期間は、昭和49年4月1日から50年3月31

日まで、測定場所および測定項目はTableIに、測定

結果はTableⅡ～Ⅵに示す0

二酸化いおうについては、環境基準の長期的評価で過

半の測定局が不適となっているか、長期的評価では戸臥

春日部及ひ、鳩ヶ谷の3測定局が不適となり、前年に比べ

著しく改善されている○

浮遊ふんじんについては、全体的に改善されてきてい

るが、県南東部地区で、幾分前年度に比へ増加している。

ォキシタソトについては、前年度に比べ著しく改善さ

れているか、これは連に48年度の気象要素が平年と異

っていたことによるものとおもわれる○

窒素酸化物のうち一酸化窒素については、前年度より

県南部で裳分増加している0二酸化窒素については、前

年度同様、すべての局が環境基準に不適である。

一酸化炭素については、一般環境及び道路側端の全地

点が環境基準に適合し、交さ点では、短期的評価でレセ、

長期的評価て1／3の測定が不適である0

1）大気汚染侃定結果報告書（昭和49年度）

昭和50年12月

埼玉県公害センター

TableI大気汚染常時監視測定局・損憬項目等一覧表

ノ佑 測　 定　 局　 名 測　 定　 場　 所
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置
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○
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秩 父 〝
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○
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TableⅡ　二酸化いおう（SO2　一年間値）

市町 村 測　 定　 局

用

有 効

測 定

例

走

年

平

1 時間 値 が 0 1

p p n －えた時 間

日平村 直が 0 0 4

p p m を こえた

1 時間値 日平均 値

の 2 ％

日平 均値 0 0 4

p p m を こえた日

環 境 基卓 の 長期

的 評 価による日平

環境 基 準 の適 否

短 期的 長 期 的
備 考途 時 均 が 2 日以上 連 続 均 値 0 0 4 p p m

地

域
日数 聞 値 数 と そ の 割 合 日数 とそ の割 合 の 最高 値 除　 外 値 した こ との有 無 を こ　え た 日数

評　 価 評　 価

（ヨ） 鋳 間） b p†畑 嘩 間 ） e粉 （日） ㈲ （p p m ） （P p l両 （有 × ・無 ○ ） 膚） 適　 ○　 不 適 ×

八　 潮 市　 役　 所 住 33 9 8．2 6 6 0　0 1 5 3 0　0 0 0　0 0 14 0　0 30 ○ 0 × ○

草　 加 市　 役　 所 商 32 4 8，0 3 3 0　0 1 5 0 0　0 2 0　6 0 10 0　0 30 ○ 0 × （⊃

越　 谷 市　 役　 所 住 31 1 7．5 8 1 0　0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 10 0　0 2 9 ○ 0 ○ （⊃

春 日部 市　 役　 所 住 35 1 8 ．5 0 1 0 （〉19 0 0　0 5 1 4 0 10 0　0 3 8 〉く 2 × ×

鳩 ヶ谷 市　 役　 所 商 28 5 7，0 7 6 0　0 1 4 3 0 0 8 2　8 0 1 1 0　0 4 9 × 7 × ×

川　 口 川 口保 箪 所 住 34 8 8 ，4 11 0　0 1 2 0 0 0 ロ 0　3 0　0 7 0　02 6 ○ 0

2 3

0

× ○

戸　 田
戸　 田
蕨 保 寝 所 準 工 30 9 7．5 36 0　0 2 5 2 5 0　3 2 6 8　4 0 1 3 0 0 5 3 × × ＞く

和　 光 市　 役　 所 住 3上14 8 ．33 8 0　0ユ9 1 2 0 1 5 1 5 0 1 3 D　O 3 8 ○ × ⊂）

痛　 和 公 害 センター 住 26 7 6．7 6 2 0　0 0 8 0 0　0 0 0　0 0　06 0 0 2 5 ○ 0 ○ ○

大　 官 市　 役　 所 商 34 6 8 ．4 0 9 0　0 1 8 0 0　0 3 0　9 0 10 0　0 3 7 ○ 0 〉く （⊃

上　 尾 市　 役　 所 繭 35 3 8 ．5 3 6 0　0 1 2 6 0 1 2 0　6 0 1 6 0　0 3 1 ○ 0 〉く （⊃

富 士見 市　 役　 所 未 封 9 8．42 6 0　0 1 2 0 0　0 0 0　0 0 10 0　0 2 4 ○ 0 ○ （〕

所　 沢 所 沢 決壊 所 住 33 3 8 ．1 26 0　0 1 0 0 0 0 0 0　0 0　06 0　02 1 ○ 0 ○ ○

入　 間 市　 役　 所 住 33 9 8，1 5 8 0　0 1 7 0 0　0 ロ 0　3 0　09 0　03 0 （⊃ 0 X ○

川　 越 市　 役　 所 商 34 3 8．2 4 7 0　0 1 6 0 0　0 0 0　0 0　08 0 〔）28 ○ 0 ○ ○

幸　 手 町　 役　 場 住 32 5 7，9 8 6 0　0 0 7 0 0　0 0 0　0 0　0 4 0　01 7 （⊃ 0 （⊃ ○

鴻　 巣 市　 役　 所 未 34 3 8．4 39 0　0 0 9 ロ 0 0 0 0　0 0 12 0　0 2 0 ○ 0 × （⊃

東 松 山 松 山 中学 校 住 349 8，5 17 0　0 0 7 0 0 0 0 0　0 0 0 7 0　0 16 ○ 0 ○ ⊂）

厳　 春 市 役 所 分室 商 35 0 8．4 68 0 0 ユ5 0 0　0 0 0　0 0 〔泊 0　0 28 ○ 0 ○ ○

秩 父

〝

市　 役　 所 商 30 9 7，4 78 0　08 6 ロ D　O 0 0　0 0 12 0　0 15 （⊃ 0 × ○

秩 父 総 合

セ ン′タ ーー
商 36 5 8．7 5‘l 0　00 4 ロ 0　0 0 0　0 0 19 0　0 12 （⊃ 0 X ○

三　 郷 市　 役　 所 住 25 0 6．7 54 0　0 17 2 0　0 0 0　0 0　ユ2 0　033 ○ 0 × ○

（注）「環境基準の長期的評価による日平均値004ppmをこえた日数」とは、日平均値の高い方から2％の範囲の田平均値を除外した後の
平均値のうち004pp【nをこえた日数である。ただし、日干均値耳004ppmをこえた日が2日以上連続した延日数のうち、2％除
外該当日に入っている日数分については除外していない。

TableⅡ　浮遊ふんしん（年間値） TableⅣ　オキノタント（0Ⅹ・昼間の年間値）

市 町 村 測　 定　 局

用

途

地

域

有 効

測定

日数

測 定

時 間

年

平均 値

1 時間

値 の

最 高値

日平均

値 の彷

除 外値
備　 考

（日j 時 間） 申監イめ 申湖 重刷

八　 潮 市　 役　 所 住 3∠14 8 ．469 0　068 0　62 D　21i

草　 加 市　 役　 所 商 351 8 ．5（刀 0 080 0　73 0　228

越　 谷 市　 役　 所 住 361 8　661 0　081 0　72 0 180

春 日 部 市　 役　 所 任 360 8 ．665 0　077 0　61 0 187

鳩 ヶ谷 市　 役　 所 商 353 8，574 0　079 0　66 0　204

川　 口 川 口保健 所 住 347 8．3 22 0　073 0 59 0　209

戸　 田 忘 保 笹 只 皐工 360 8．599 0　068 0　55 0 179

和　 光 市　 役　 所 住 360 8．646 0　060 0　40 0 152

痛　 和 公 害 セノダー 庄 246 6，150 0　090 0　62 0 190

大　 官 市　 役　 所 商 355 B．536 0　069 0　52 0 162

上　 尾 市　 役　 所 商 359 8，639 0　081 1 29 0 168

富 ±見 市　 役　 所 未 36∠1 乳 690 0　074 0　55 0 】70

所　 沢 所 沢 保健 所 佳 363 8，675 0　060 0　52 0 151

入　 間 市　 役　 所 住 332 8，015 0 069 0　48 0 146

川　 越 市　 役　 所 商 訪5 8．727 0 0 87 0　53 0 19〕

幸　 手 町　 役　 場 住 363 8．686 0 074 0　60 0 176

鴻　 巣 市　 役　 所 未 354 8．493 0　072 0　5∋ 0 183

東 牧 山 松 山中 学校 住 344 乱 376 0　07 1 0　朗 0 160

熊　 谷 市 役所 分竃 商 359 8．印）7 0　062 0　87 0 169

秩 父

ノ′

三 郷

市　 役　 所 商 365 8，753 0　074 0　86 0 165

秩 父 総 合

セ ノ タ ー
商 365 8，755 0　086 0　35 0 170

市　 役　 所 住 318 7．850 0　060 0　38 0 173

（江プ　浮遷ふんしんとは、光散乱法による相対慮度計の指示値その
手モのものであり、浮遊粒子状物質（粒径10ミクロン以‾Fの
もの）の重量濃度へ換算しないものをいう。

市 町 村 測 定 局

用

途

地

域

昼 間 昼　 間 昼 間 の 1 時 間 値 昼 間 の 1 時 間 値 昼 間 の

備 考
測 定 測　 定 が 0 06 p p m をニ が 0 15 p p m 以 上 1 時 間

値 の
日 数

侶 ）

時　 間 たた 日数 と時 間 数 の 日数 と 時 間 数 最 高 値

（時 間 ） （日） 騎 問 ） （日） 晴 間 〉 b p 【ゆ

草　 加 市 役 所 商

住

任

住

準

工

住

商

商

未

住

庄

商

住

未

、住

住

3 3 2 5．0 7 4 9 1 3 7 8 6 9 0 19

越　 谷 市 役 所 3 3 7 5 ，1 王4 11 4 4 6 3
n 20 0　 23

春 日 部 市 役 所 33 9 5 ．23 0 1ィ14 6 9 4 2 3 5 4 0　2 8

川　 口
川 口

保 健 所
33 5 5 ．1 82 16 0 6 4 3 2 1 49 0　 23

戸　 田
戸 田 感

保 健 所 34 6 5 ．28 0 19 2 9 6 8 24 7 1 0　28

和　 光 市 役 所 3 33 5 ，07 6 17 0 7 9 0 2 0 6 2 0　26

大　 宮 市 役 所 2 6 1 4 ，0 30 1 39 6 5 6 1 7 46 0　23

上　 尾 市 役 月 3 43 5 ．2 6 5 1 49 6 1 2 14 29

78

5

0　30

富 士 見 市 役 所 3 5 5 5 ，3 0 2 1 75 ∈5 1 2 8 0　28

所　 沢 所 沢

保 健 所
3 4 3 5 ．2 5 7 1 67 6 72 4 0 18

入　 間 市 役 所 3 2 5 4 ，8 8 7 188 1．02 9 15 3 8 0　2 6

川　 越 市 役 所 3 5 0 5 ，3 2 5 1 8 5 7 45 ユ6 4 0

5 0

3∃

3 1

43

0　2 6

幸　 手 町 役 場 3 4 8 5 ．2 5 1 1 5 9 7 99 24 0　2 7

鴻　 巣 市 役 所 3 5 9 5 ，39 2 1 4 8 6 68 20 0　2 7

東 松 山
松 山

中 学 校
3 4 9 5 ．Z ヨ 1 2 5 6 64 17 0　2 0

熊　 谷
市 役 所

分 室
35 7 5 ，3 ∈溶 16 2 8 4 0 2 2 0　2 3

（注）昼間とは5暗から20暗までの時間帯をいう。したがって1時間
値は6時から20時まで得られることになる0
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T a b l e V　 一 針 ヒ窒 素 、 二 酸 化 窒 素 及 ひ 窒 素 酸 化 物 （N O 、 N O 2 、 N O ＋ N O ヱ ： 年 間 値 ）

市町 H 測定 局

用

速

地

威

一酸 化 窒 嘉 しN O l 二　 酸　 化　 窒　 素 （ N O 2 ） 窒 素酸 イヒ物 （ N O ＋ N O ヱ）

備 考

乍］
効

剖

洩り

定

年

平

Ⅰ時

問値

日平

均 値

有

効

別

糾

定

年

平

日平均 値

が 0 0 2

p p 口1 を

1 時

闇 値

日平

均値

日平均 値

0 0 2 p p 一口

を こ えた

環 境 基準

の 長 期的

評 価 に よ

麒 垂
堰告雇

短 長

有

効

剖

測

定

年

平

1 時

闇値

日平

均 値

の 2

牢

N 〔ち

平

／

定

日

数

（日）

時

問

均

値

の 最

高 値

の 2

％ 除

外 値

定

≡

数

日

数

均

値

こえ た 日

放 とそ の

割 合

の最

高値

の 2

％ 除

外 値

日 が 2 日
以 上連 続

した こ と

の 有 無

る 日平均

値 が 0 0 2

PP Ⅵをこ
え た 日数

期 期

的 的
匝 ・一i．

定

日

数

時

間

均

値

の 最

高 値

％ 除

外値

均

N O

値

（時 間 （P P ロ、（p p m 二（P一正】ノ（日）（時 間）（P p m ）（日） （％ 1（p p Ⅶ）（押 m ）（有×申⊃ 1 （日 ）
適 不適

○ ×
（日） 問 （P P m ノ（pロコ）（p p m ）

田

草　 加 市役 所 商

庄

住

皐

工

庄

商

間

未

住

住

商

住

末

住

商

3－11 8 ．3 3 8 0 0 2 9 ＞ 0 5 0 0 10 5 3くt2 8 ，3 5 9 0 0 3 8 3 0 7 8 9 8 0 2 3 0 0 8 3 × 3 0 7 × × 3 3 7 8 ，2 4 1 0 0 6 6 0 7 3 0 1 7 3 13 0 8

春 日部 市役 所 3 4 5 8 ，3 6 4 0 0 2 1 0 3 9 0 0 5 1 34 5 8 ，3 3 3 0 0 3 0 2 8 0 8 1 2 0 1 9 0 0 6 4 × 2 ∈；0 × 〉く 3 4 2 8 ．3 0 9 0 0 5 2 0 4 5 0 1 0 2 14 0 3

川　 口
川 口

保健 所
3 2 4 7 ．8 9 8 0 0 2 5 0 4 9 0 08 8 34 3 8 ．2 9 6 0 0 2 7 2 5 0 7 2 9 0 1 7 0 0 5 5 〉く 2 5 0 × × 3 2 2 7 ．8 7 0 0 0 5 2 0 5 5 0 12 8 10 9 8

戸　 田

戸
戸 田蕨

保摩 所
2 7 3 6 ．72 8 0 0 19 0 39 0 0 7 5 2 6 5 6 ．6 19 0 0 2 8 19 8 7 4 7 0 19 0 0 5 3 × 19 8 〉く × 2 5 5 6 ，4 3 1 0 0 4 7 0 4 8 0 11 6 14 6 1

和　 光 市役 所 24 6 6，0 99 0 0 29 0 3 3 0 0 8 2 2 8 2 6 ．82 5 0 0 2 5 19 3 6 8 4 0 1 2 0 0 4 8 × 19 3 × × 2 4 3 6 ．0 2 8 0 0 5 3 0 4 2 0 1 1（l 8 7 9

大　 宮 市役 所 3」17 8 ．4 06 0 0 25 0 ∠18 0 0 7 8 3 3 5 8 】12 8 0 0 2 5 20 g 6 2 4 0 2 8 0 04 8 × 20 9 ×

×

〉く

×

×

）く

×

×

〉く

）く

）く 33 3 8 ，0 7 9 0 0 5 0 0 5 1 0 1 19 9 7 8

上　 尾 市 役所 3 5 1 8 ，5 10 0 0 2 5 0 4 2 0 0 7 4 3 5 2 8 ．4 7 1 0 0 30 28 1 7 9 8 0 3 2 0 0 62 × 28 1 × 3 49 8 ．4 4 1 0 0 5 5 0 6 7 0 13 0 12 2 9

富 士 見 市 役所 34 6 8 ．4 1 0 0 0 1 5 0 2 1 0 0 3 6 3 4 9 8 ，4 0 3 0 0 2 3 20 4 5 8 5 0 15 0 0 45 × 20 4 × 3 40 8 ．2 82 0 0 3 8 0 25
扁 2 15 1 9

所　 沢
所 沢

保 健 所
2 90 7，1 5 8 0 0 1 7 0 4 1 D O 5 3 32 3 7．9 3 3 0 0 2 2 1 7 1 5 2 9 0 1 2 0 0 4 1 × 1 7 1 〉く 2 80 7 ．0 30 0 0 4 0 0 4 3 0 08 5 1 3 6 4

入　 間 市 役 所 3 14 7，7 6 9 0 0 1 4 0 2 5 0 03 6 33 4 8 ，0 0 5 0 0 2 7 2 7 2 8 1 4 0 1 Z 0 0 4 4 × 2 7 2 × 3 1 1 7．6 9 5 0 0 4 1 0 3 3 0 0 8 2 19 1 9

川　 越 市 役 所 3 6 1 8 ．5 9 6 0 0 2 1 0 3 6 0 0 58 36 2 8 ．6 3 6 0 0 2 4 2 7 5 7 6 0 0 2 2 0 0 3 8 × 2 7 5 ＞く 3 6 1 8 ，5 8 4 0 0 4 5 0 4 7 0 0 8 9 11 8 6

幸　 手 町 役 場 3 5 7 8 ，54 5 0 0 17 0 2 7 0 04 5 3 59 8 ．55 5 0 0 2 3 2 2 7 6 3 2 0 2 3 0 0 3 ∈； × 2 2 7 × 3 5 7 8 ，5 3 8 0 0 4 1 0 3 4 0 0 8 0 13 5 4

鴻　 巣 市役 所 33 9 8，1 55 0 0 1 1 0 20 0 0 2 6 3 5 3 8 ，40 5 0 0 17 7 g 2 2 4 0 0 9 0 0 3 2 × 7 9 × 3 3 9 8 ，15 4 0 0 2 7 0 2 3 0 0 5 4 15 7 6

東松 山
松 山

中学 校
32 4 8 ．0 92 0 0 1 1 0 20 0 0 2 5 3 4 8 8 ，37 0 0 0 19 14 6 4 2 0 0 0 9 0 0 3 3 × 14 6 × 3 24 8 ，0 9 0 0 0 3 0 0 2 9 0 0 5 5 18 0 9

熊　 谷

誕

雰 役望 35 7 8 ，5 34 0 0 18 0 30 0 0 4 9 3 5 8 8 ，5 14 0 0 3 2　 32 3 9 0 2 0 ユ8 0 05 8 × 32 3 × 3 56 8 ，4 69 0 0 5 0 0 36 0 09 3 17 6 4

（荘〕1ザルノマノ係数を072として算出した0

2「環境基準の長期的評価による日干華値が002ppmをこえた日凱とは、日平均値の高い方から2％の範囲の日平均値を除外した後の日平均値の

ぅちDO2ppmをこえた日数である0ただし、日平均値が002pp－¶をこえた日が2日以上連続した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日

数分については除外していない。

（CO　年間値）T a b l e Ⅵ　 一 酸 化 炭 素 （C O ： 年 間 値 ）

】

市 町 村 測　 定　 局

用

途

地

域

有 効

測 定

測

定

時

年

平

均

8 時 間 値 が

20 p p m を

こ え た 日 数

日 平 均 値 が

1 0 p p m を

こ え た 日 数

1 時

間 値

の 最

日 平
均 値

の 2
％ 除

日 平 均 値 10 p p m

を こ え た 日 が 2

日 以 上 連 続 した　奴

環 境 基 準 の 長 期

的 評 価 に よ る 日

平 均 値 10 p p m

環 境 基 準 の 適 否

備　　　　 考

日数 間 値 と そ の 割 合 と そ の 割 合 高 値 外 値 」　 と　 の　 有　 一、、、 を こ ス．た 日 数

（別 （時 間 ） （p p 皿 ） トト （％） （日） 田 （p p 皿 （p pm ） （有 ×　 無 ○ ） （ 日 ） 適 ○　 不 適 ×

草　 加 市　　 役　　 所 商 2 50 6 ．13 9 2 7 0 0 0 0 0 0 1 7 5 6 ○ 0 ○ ○

一　 般　 環　 境

和　 光 市　　 役　　 所 住 3 0 9 7 ，68 5 2 3 0 0 0 0 0 0 1 4 6 3 ○ 0 ○ （⊃

浦　 和 仲　 町　 庁　 舎 商 1 5 3 （3 ，84 5 ） （2 2 ） 0 0 0 0 0 0 9 3 5 ○ 0 ○ （⊃

大　 宮 市　 役　 所 商 3 0 0 7，4 1 6 1 9 0 0 0 0 0 0 12 5 4 ○ 0 ○ ○

熊　 谷 市 役 所 分 室 繭 3 5 1 8 ．4 8 2 2 6 0 0 0 0 0 0 12 6 9 ○ 0 ○ ○

草　 加 市　 役　 所　 俵 商 2 4 7 6 ．0 7 4 1 4 0 0 0 0 0 0 9 3 7 ○ 0 ○ ○

道　 路　 側　 端和　 光 市　 役　 所　 裏 庄 3 10 7 ．7 0 0 2 」S 0 0 0 0 0 0 1 5 7 0 ○ 0 ○ ○

浦 和

熊 谷

埼 玉 銀 行 前 商 1 53 （3 ，8 4 6 ） 〔3 1 ） 0 0 0 0 0 0 1 7 5 3 ○ 0 ○ （⊃

信 用 金 庫 前 商 2 58 6 ，3 10 3 9 0 0 0 0 0 0 2 2 7 9 ○ 0 ○ ○

草　 加 d ＝　　　　　　 町 商

住

商

商

商

商

2 4 6 6 ，04 9 2 9 0 0 0 0 0 0 1 7 6 0 ○ 0 ○ ○

支　　 さ　　 点

和　 光 侶　 防　 暑　 前 3 0 9 7，6 7 9 3 8 0 0 0 0 0 0 1 6 7 7 ○ 0 ○ ○

滞　 和 平 和 相 互 袋 行 前 15 3 （3 ，8 4 5 ） （6 1 ） 0 0 0 2 1 3 2 1 9 3 ○ 0 × ○

大 官

／′

高　 島　 屋

デ パ ー ト 前
20 6 （4 ，9 2 8 ） （3 0 ） 0 0 0 0 0 0 13 5 7 ○ 0 ⊂ ） ○

福　 呂　 星　 前 28 6 7 ，0 2 0 4 7 0 0 0 2 0 7 2 1 8 8 × 2 × ×

熊　 谷
八　 木　 橋

デ ノミ 一 卜 前
3 5 1 8 ，4 8 1 6 3 0 0 0 19 5 ▲1 2 1 10 9 〉く 1 7 × ×

仁注」1「髄基準の長期的評価による日平均値10ppmをこえた日数」とは日平墳値の高い方から2％の筍囲の日平執直を除外した後の日平均値10ppm

をこえた日数である。ただし、月平均値が10pp皿をこえた日が2日以上連続した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日数分については除外

しノ丁いないっ

2　年度を通じて別定時間が6．OqO時間に虚しない場合の年平均値は（）て示した0

‾3　3－


